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【研究ノート】
IBM社の「アジア／太平洋」地域セグ
メント財務情報と日本IBM株式会社
の財務業績 (1)
末政芳信
1. はしがき
米国においては，財務会計基準書 (SFAS)第14号の適用実施によって，
それに該当する会社は1977年12月決算期より，セグメント財務情報を財務諸
表の部に記載する方式で制度的に開示しており，それから約17カ年が経過し
ている。
FASBによって発行された財務会計基準書第14号では，セグメント財務
情報は単なる補助的ないし補足的な財務情報としてではなく，基本財務諸表
の一部分としての性格をもつ財務情報として開示することが要求されてい
る。その場合のセグメント財務情報として， a)産業ないし事業の種類別セ
グメント情報， b)地域区分別セグメント情報， c)主要な顧客に関する情
報，の 3種類のものが一組一体のものとして開示されなければならないこと
になっている％
本稿では，特に地域区分別セグメント情報 (geographicareas segment 
information)によって提供される財務情報の内容が，いかなる事実を含意
するものであるかを考察することに主眼をおき，さらに地域区分別セグメン
1) 拙著「IBM 社のセグメント財務情報一~その開示と財務分析一』（同文館
1993年）第2章，第3章参照。
58(326) 第 39巻第 4 号
卜財務情報に関連する他の財務情報とそれとの関係等，例えば，セグメント
財務情報に組込まれているとみられる特定子会社の個別財務諸表の財務数値
との関係についても調べたいと思う。
その目的のため，素材として地域区分別セグメント情報を既に制度的に開
示している米国の実態より先ず学ぶことを考え，その具体的な手掛りとして
米国の IBM社の地域区分別セグメント情報を研究対象として選んだ。筆者
はかねてから， IBM社のセグメント財務情報の開示に関心をもち， IBM社
の1977年度から 1993年度までの17カ年間の株主宛年次報告書および Form
lOKにおけるセグメント情報に関する開示資料を入手し， IBM社のセグメ
ント財務情報の多角的な考察をすすめてきている。
本稿は IBM社のセグメント財務情報に関する研究の一環として，その地
域区分別セグメント財務情報の意味するものについて，多面的な調査・分析
を深めるためのものであり， 特に， 「アジア／太平洋」地域セグメント財務
情報の意味・役割を考察することにしたい。
このことは事業の種類別セグメント財務情報よりも，地域区分別セグメン
卜財務情報を優先的に取上げ，それを重視すべきであるとの思考に基づいた
ものではない。 IBM社のセグメント財務情報については既に拙著で述べた
ように2>, 1982年度以降， IBM社は単一の事業分野で事業活動を行ってい
るとの立場から，事業の種類別にセグメント別利益，セグメント別資産額は
開示されないで，セグメント別収益のみが開示されている事業の種類別セグ
メント財務情報しか開示されていない。
本来，事業の種類別セグメント財務情報と地域区分別セグメント財務情報
とがマトリックス的に分析できるように開示されることが理論的に望ましい
との立場を筆者はかねてからとっている。 IBM社の事業の種類別セグメン
卜財務情報は地域区分別セグメント財務情報と対比して，マトリックス的に
分析できるような資料は残念ながら開示されていない。現状では，やはり分
析対象資料として適当なものは地域区分別セグメント財務情報である。そこ
2)拙著「前掲書」を参照されたい。
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で，地域区分別セグメント財務情報に重点をおいて，それに関連する多面的
な研究をすすめることを主眼とし，今回は本稿のようなテーマで，地域区分
別セグメント財務情報の研究の一側面を果すことにした。また本稿は，先の
研究ノートの “IBM社における「米国」地域セグメント財務情報について”
との関連をも考慮した。そこでは， IBM社の米国本社の所在地である「米
国」地域セグメントが IBM社の連結全体からみて，いつ頃からグローバル
に世界的展開をしてきたかの過程を，地域区分別セグメント財務情報を通し
て分析・検討を加えてきた。その場合の「米国」地域セグメントと比べて，
本稿で取上げる「アジア／太平洋」地域セグメントは IBM社の連結全体か
らみて，どのような役割を歴史的に果しつつあるかが注目される。
さらに， 日本 IBM株式会社の個別財務諸表の財務業績は， IBM社の連
結財務諸表における「アジア／太平洋」地域セグメント財務情報と，どのよ
うな関係にあるかを，どのように理解したらよいか， 日本 IBM株式会社の
財務業績は「個別財務諸表制度」におけるものであり，「アジア／太平洋」地
域セグメント財務情報は「連結財務諸表制度」におけるものであり，本来，
両者は異質の性質のものである。しかし，投資家による財務分析においては
「連単倍率」がよく利用されているのである。このことは異質の数値を承知
の上で比較対象することによって，企業グループの財務業績を判断するため
に資するものであると考えられる。そこでは，その連単倍率の利用には若干
の限界を認めつつも， それは一定の効用が考えられるからであると思われ
る。そのような考え方に従って，本稿の後半部においては，日本 IBM株式
会社の個別財務諸表における財務業績と，連結財務情報としての「アジア／
太平洋」地域セグメント財務情報との関連を考察することにしたい。
2. IBM社の地域区分別セグメント財務情報の開示状況
IBM社は1977年度から財務会計基準書第14号の適用により， セグメント
財務情報を開示している。ここでは，地域区分別セグメント財務情報の開示
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状況についてのみ取上げることにしたい。
地域区分別セグメント情報について，株主宛年次報告書における1993年度
分の開示をみると，連結財務諸表の注記の部に， 「セグメント情報」の小夕
イトルで， 「事業分野別， 同種製品・サービス分類別の総収益」の明細表を
まず開示し，その説明を行っている。ついで，地域区分別の財務情報の明細
表を開示している。これが地域区分別セグメント財務情報である。
この1963年度の地域区分別セグメント財務情報を， 1993年度の株主宛年次
報告書の連結財務表の注記の部より引用すると，次の図表 1である（株主宛
年次報告書61頁より引用）。
下記図表 1の次には，それに関連して，次の説明が，その次頁のところに
付されている。
「米国およびカナダにおける販売およびサービスは，単一企業によって経
営されている。しかし，財務会計基準書第14号「企業のセグメント別財務報
告」に従い，米国は独立した地域として報告されている。カナダの事業は
「南北アメリカ」の地域分類に含まれている。
現地通貨を用いる経済環境で事業活動を営む米国外子会社は，当社の米国
外総収益の約85彩を稼得している。残り 15彩は， 米ドルで営業活動を行う
か，高率のインフレーションの経済環境にある国で事業を展開している子会
社・支社から得られたものである。
ヨーロッパ／中東／アフリカ地域では， 1993年， 1992年， 1991年とも，総
収益の95彩をヨーロッパでの事業活動が占めている。
地域間振替の内容は， 主に完成機械， 半製品， 部品， ソフトウェアであ
る。完成機械，半製品，部品は通常，社内間販売価格で振り替えられる。ソ
フトウェアの振替は，米国外の子会社が支払った特許使用料を示している。
固定資産振替に関連する社内間販売価格は，輸入地域において資産計上さ
れ，減価償却される。」（株主宛年次報告書62頁より引用）
上記の注記における説明で， 1992年の株主宛年次報告書の説明と相違する
点は，次の通りである。
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（単位：百万ドル）
米国
総収益一顧客向
地域間振替
合計
当期純損失
12月31日現在の資産
ヨー ロッパ／中東／アフリカ
総収益一顧客向
地域間振替
合計
当期純（損失）利益
12月31日現在の資産
アジア・太平洋
総収益一顧客向
地域間振替
合計
当期純（損失）利益
12月31日現在の資産
南北アメリカ
総収益一顧客向
地域間振替
合計
当期純（損失）利益
12月31日現在の資産
消去
総政益
当期純（損失）利益
資産
連結
図表1 地域別区分
1993年
$ 25,703 
7,297 
$ 33,000 
(5,566) 
38,333 
$ 21,779 
1,071 
$ 22,850 
(1,695) 
24,566 
$ 10,020 
1,452 
$ 11,472 
(443) 
12,778 
$ 5,214 
3,458 
$ 8,672 
(251) 
7,359 
$ (13,278) 
(32) 
(1,923) 
*1992年＊
$ 24,633 
7,524 
$ 32,157 
(5,545) 
42,109 
$ 24,971 
1,154 
$ 26,125 
(1,728) 
26,770 
$ 9,672 
1,875 
$ 11,547 
126 
12,837 
$ 5,247 
3,452 
$ 8,699 
157 
6,990 
$ (14,005) 
125 
(2,001) 
(329)61 
1991年＊
$ 24,427 
7,668 
$ 32,095 
(2,443) 
43,417 
$ 26,114 
838 
$ 26,952 
1,256 
30,725 
$ 9,275 
1,680 
$ 10,955 
469 
13,241 
$ 4,950 
3,932 
$ 8,882 
204 
7,121 
$ (14,118) 
(84) 
(2,031) 
総収益 ＄ 62, 716 $ 64, 523 $ 64, 766 
当期純損失 (7,987) (6,865) (598) 
12月31日現在の資産 81, 113 86, 705 92,473 
＊雇用終了後の給付 (1993年），法人所得税 (1992年），および年金以外の退職後給付
(1991年）に関する会計処理変更による影響額を考慮する前の当期純（損失）利益。
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① 「現地通貨を用いる経済環境で事業活動を営む米国外子会社は，当社
の米国外総収益の約85彩を稼得している。」 と1993年度は記載されてい
るが， 1992年度の数値は約90%であった。従って， 「残り15%は……」
と1993年度では記載されているものも， 1992年度のその数値では約10彩
となっていた。この変化も注目に値する。
R 「……固定資産振替に関連する社内間販売価格は，輸入地域において
資産計上され，減価償却される。」と1993年度は記載されているが， 1992
年度のそれは「……固定資産振替に関連する原価・サービス料は，輸入
地域において資産計上され，減価償却される。各地域間の売掛金，サー
ビス新の未償却部分，未償却サービス料の当期中の純増減額は，連結決
算上消去されている。」と記載されていた。 これは連結決算上の消去手
続の説明が簡略化されたことになるが，実質的に内容の変更ではなく，
1992年度の数値は， 1992年度と1993年度の株主宛年次報告書上の数値と
は同じである。
上記のような相違を除き，図表 1のように， 1993年度の地域区分別セグメ
ント財務情報の開示では， 1993年度分， 1992年度分および1991年度分の 3カ
年分が開示されている。この開示様式は1992年度以前とも，原則として変っ
ていない。
1977年度に初めて地域別区分セグメント情報が開示されて以降の変遷の概
要をみると， 1977年度から1985年度までの 9カ年間は，「米国」地域，「ヨー
ロッパ／中東／アフリカ」地域および「南北アメリカ／極東」地域の 3地域
セグメントの区分表示であった。それが1986年度から「米国」地域， 「ヨー
ロッパ／中東／アフリカ」地域， 「アジア／太平洋」地域および「南北アメ
リカ」地域の 4地域セグメントの区分表示に変ってきている。なお1986年度
分では， 1984年度および1985年度の 3地域セグメントの区分表示分から修正
再表示 (restate)され， 4地域セグメントの区分表示へと変更されている。
この 4地域セグメントの区分表示は，引続き1993年度まで，それが同じよう
に続いているのが現状である。
IBM社の「アジア／太平洋」地域セグメント財務
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1977年度から 1993年度までの17カ年の数値を， あとで比較分折するため
に，各年度の利用する具体的な数値を確定する必要がある。筆者は，種々の
点を配慮し，次の各年度の株主宛年次報告書により， 3地域区分表示の各年
度分のセグメント情報数値を利用することにした。
図表2 地域別区分財務報告 （単位：百万ドル）
地域別区分 11983年 |1982年 |1981年 |1980年 |1979年 1197碑叶 1977年
米国
総収益ー得意先 23,127 19,028 15,088 12,426 10,619 10,036 9,008 
地城間振替 2,275 1,875 1,857 1,615 1, 101 830 675 
合計 25,402 20,903 16,945 14,041 1, 720 10.866 9,683 
当期純利益 3,296 2,766 2,094 1,725 1,612 1,560 1,503 
12月31日現在の資産 23,083 19,028 16,022 13,737 12,631 10,097 10,007 
ヨー ロッパ／
中東／アフリカ
総収益ー得意先 11,324 10,260 9,312 9,932 8,837 7,778 6,391 
地域間振替 235 337 383 491 531 392 284 
合計 11,559 10,597 9,695 10,423 9,368 8,170 6,675 
当期純利益 1,580 1,196 758 1,511 1,082 1,124 889 
12月31日現在の資産 10,011 9,197 9,499 9,573 8,987 7,876 6,650 
南北アメリカ／極東
総収益ー得意先 5,729 5,076 4,670 3,855 3,407 3,262 2,734 
地域間振替 728 651 659 450 410 304 250 
合計 6,457 5,727 5,329 4,305 3,817 3,566 2,984 
当期純利益 562 450 470 398 355 460 344 
12月31日現在の資産 5,110 4,925 4,650 3,975 3,358 3,145 2,593 
消去
総収益 (3,238) (2,863) (2.899) (2,556) (2,042) (1. 526) (1,209) 
当期純利益 47 (3) (14) (72) (38) (33) (17) 
資産 (961) (609) (585) (582) (446) (347) (272) 
連結
総収益 40,180 34,364 29,070 26,213 22,863 21,076 18,133 
当期純利益 5,485 4,403 3,308 3,562 3,011 3,111 27,191 
12月31日現在の資産 37,243 62,541 29,586 26,703 24,530 20,771 8,978 
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図表3 地域別区分財務報告
地域別区分 | 1993年 I 1992年 I 1991年 I 1990年
米国
総収益ー得意先 25,703 24,633 24,427 27,106 
地域間振替 7,297 7,524 7,668 6,195 
合計 33,000 32,157 32,095 33,301 
当期純（損失）利益 (5,566) (5,545) (2,443) 1,445 
12月31日現在の資産 38,333 42, 109 43,417 43,542 
ヨー ロッパ／中東／
アフリカ
総収益ー得意先 21,779 24,971 26, 114 27,197 
地域間振替 1,071 1,154 838 976 
合計 22,850 26,125 26,952 28,173 
当期純（損失）利益 (1,695) (1,728) 1,256 2,955 
12月31日現在の資産 24,566 26,770 30,725 30,689 
アジア／太平洋
総収益ー得意先 10,020 9,672 9,275 9,544 
地域間振替 1,452 1,875 1,680 1,496 
合計 11,472 11,547 10,955 11,040 
当期純（損失）利益 (443) 126 469 1,136 
I2月31日現在の資産 12,778 12,837 13,241 8,646 
南北アメリカ
総収益ー得意先 5,214 5,247 4,950 5,084 
地域間振替 3,458 3,452 3,932 1,615 
合計 8,672 8,699 8,882 6,699 
当期純（損失）利益 (251) 157 204 418 
12月31日現在の資産 7,359 6,990 7,121 6,357 
消総資当去期収綽（損益産失）利益
13,278 (14,005) (14, 1喩8) (10,282) 
(325 125 13 
(1,923 (2,001) (2,0 (1,666) 
連12『結出枷悶魯・ 62,716 64,593 i | 64,(75696 8) 658,9,96378 1 (7,987) (6,865) 
81, 113 86,705 92,473 7,5686 
＊これはP/L上の会計基準変更前の当期純（損失）利益である。
1989年 l
25,745 
5,476 
31,221 
(325) 
41,635 
23,170 
1, 101 
24,271 
2,676 
24,732 
9,202 
1,673 
_j 
10,875 
1,296 
7,666 
4,593 
1,461 
6,054 
173 
5,395 
(9, 711) 
(62) 
(1,694) 
62,710 
3,758 
77,734 
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19岬 I
25,320 
4,951 
30,271 
1,408 
39,245 
21,600 
955 
22,555 
2,349 
22,745 
8,824 
1,837 
10,661 
1,394 
7,633 
3,937 
1,290 
5,227 
328 
4,915 
(9,033) 
12 
(1,501) 
59,681 
5,491 
73,037 
1987年
24,937 
3,994 
28,931 
1,936 
30,870 
19,297 
1,008 
20,305 
2,209 
23,884 
6,852 
1,431 
8,283 
780 
6,396 
3,131 
850 
3,981 
341 
4,183 
(7,283) 
(8) 
(1,650) 
I 1986年 1
':: I ~ 362 )58
28,420 
1,603 
31,474 
17,078 
696 
17,774 
2,267 
19,145 
5,883 
862 
6,745 
603 
4,846 
2,927 
738 
3,665 
314 
3,613 
(5,354) 
2 
(1,264) 
54,217 I 51,250 
5, 258 I 4, 789 
63,688 I 57,814 
（単位：百万ドル）
1985年
28,511 
3,487 
31,998 
3,450 
31,886 
14,065 
520 
14,585 
2,104 
14,341 
4,524 
627 
5,151 
572 
3,985 
2,956 
824 
3,780 
406 
3,518 
(5,458) 
23 
(1,096) 
50,056 
6,555 
52,634 
I 198坪
27,371 
3,074 
30,445 
3,981 
28,394 
11,996 
363 
12,359 
1,873 
9,864 
3,696 
567 
4,263 
436 
2,555 
2,874 
817 
3,691 
283 
3,152 
(4,821) ， 
(1, 157) 
45,937 
6,582 
42,808 
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01979年度年次報告書-1977&:p)Jl,1978年および1979年度数値，
01981年度年次報告書-1980年度および1981年度数値，
01983年度年次報告書ー→1982年度および1983年度数値，
これらの1977年度から1983年度までの地域区分別財務数値を，ー表にまと
めたものが， 63頁の図表2である。
さらに，次の各年度の株主宛年次報告書より， 4地域区分表示の各年度分
のセグメント情報数値を利用することにした。
01986年度年次報告書ー→1984年度， 1985年度および1986年度数値，
01987年度年次報告書ー→1987年度数値，
01989年度年次報告書ー→1988年度および1989年度数値，
01992年度年次報告書-1990年度および1991年度数値，
01993年度年次報告書ー→1992年度および1993年度数値，
これら1984年度分から1993年度分までの地域区分別財務数値を，ー表にま
とめたものが， 64~65頁の図表3である。
3. 地域区分別セグメント財務情報にもとづく「アジア／太平
洋」地域セグメントの役割
地域区分別セグメント財務情報は，一面，企業の国際化・多国籍化の度合
を知らせるものとしても，有用と考えられるであろう。
IBM社は40年前から多国籍企業として泄界的な規模でビジネスを行って
きたと一般にいわれている。ここでは，地域別セグメント財務情報が公表さ
れることになった 1977年度以降， 「南北アメリカ／極東」地域セグメント，
特に， 1984年以降「アジア／太平洋」地域セグメントにおけるビジネスが，
全世界に亘るビジネス活動の中でどのような役割を果してきたか， IBM社
の各年度経過に従った推移を調べることは，興味ある課題である。
IBM社の地域別セグメント財務情報の各年度の数値は，前述の図表2お
よび図表3によって1977年度から， 1993年度までの17カ年分を知ることがで
きる。
IBM社の「アジア／太平洋」地域セグメント財務
情報と日本 IBM株式会社の財務業績(1)（末政） (335)67 
しかし，各年度末の各地域セグメントの固有資産残高数値は，年度末の一
定時点の数値であり，それのみでもって全世界に占める各地域セグメントの
平均的固有資産ウェイトをみることは適当と思われない。そのため，次節以
降で取り上げる資本利益率分析にも，必要な固有資産期中平均残高を，まず
算出することから始めなければならない。
固有資産期中平均残高の算出は，企業の部外者では固有資産の期首金額と
期末金額の平均数値を用いざるをえない。そこで， IBM社の地域別セグメ
ント財務情報における固有資産の期中平均残高の算出にあたっても，この方
法を用いることにした。その具体的な算出過程の記述は前述の拙著にゆずる
ことにし，その算出数値の一覧表を示すと，次の図表4の如くである。
この固有資産期中平均残高が決まれば，前述の図表2および図表 3の「総
図表4 各年度の固有資産期中平均残高 （単位：百万ドル）
ヨーロツアジア／南 北 1南北アメ 1地域別区連結
摘要 米国 パ／中東／ 極リ カ東／ 
アフリカ太平洋アメリカ 分合計総資産
1977年度 10,088 6,132 2,406 18,626 18,351 
1978年度 10,052 7,263 2,869 20,184 19,874 
1979年度 11,364 8,432 3,251 23,047 22,651 
1980年熙 13, 184 9,280 3,667 26,131 25,617 
1981年度 14,880 9,536 4,313 28,729 28,145 
1982年度 17,525 9,348 4,787 31,660 31,063 
1983年度 21,056 9,604 5,018 35,678 34,892 
1984年度 25,739 9,938 2,421 2,987 (5,408) 41,085 40,025 
1985年度 30, 140 12,103 3,270 3,335 (6,605) 48,848 47,721 
1986年度 31,680 16,743 4,416 3,565 (7,981) 56,404 55,224 
1987年度 31,172 21,515 5,621 3,900 (9,521) 62,208 60,751 
1988年度 35,058 23,315 7,015 4,551 (11,566) 69,939 68,363 
1989年度 40,440 23,739 7,649 5,155 (12,804) 76,983 75,386 
1990年度 42,589 27,711 8,156 5,876 (14,032) 84,332 82,651 
1991年度 43,480 30,707 10,944 6,739 (17,683) 91,870 90,021 
1992年度 42,763 28,747 13,039 7,056 (20,095) 91,605 89,589 
1993年度 40,221 25,668 12,808 7,174 (19,982) 85,871 83,909 
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70(338) 第 39巻第 4 号
収益」および「純利益」の数値によって，資本利益率が算出可能となる。し
かし，各地域別セグメントの資本利益率を算出し，それを比較分析する前
に，これらの「総収益」，「固有総資産期中平均残高」および「純利益」の数
値について，「南北アメリカ／極東」地域セグメント，特に「アジア／太平洋」
地域セグメントが，全地域区分合計に対してどのような割合を示しているか
をみることが， IBM社の国際化・多国籍化の動向を調べるためにも重要と
思われる。
そこで，前述の図表2,図表3および図表4における関係数値により，「南
北アメリカ／極東」地域セグメント，特に「アジア／太平洋」地域セグメン
トと，地域別区分合計の割合を求めたものが，前頁の図表5の数値である。
なお，この地域別区分合計は「地域間振替」を含んだ額であり，連結数値と
は異なっていることに注意を要する。
図表5によって示された総収益すなわち売上高について，全地域区分合計
の「総収益」に対する「南北アメリカ／極東」， および「アジア／太平洋」
地域セグメントの「総収益」の割合を一覧的にグラフで示したものが，次の
図表6である。
この図表6をみると， 「南北アメリカ／極東」地域セグメントの占める割
合は， 1981年度の16.67彩を除き， 1977年度から1984年度までは15彩前後の
30% 
25% 
20% 
15% 
10% 
5% 
゜
図表6 総収益に占める「南北アメリカ／極東」，「アジア／太平洋」
地域セグメントの割合
「南北アメリカ／極東」地域セグメントの占める割合
88 89 
「アジア／太平洋」地域セグメントの占める割合
事業仔度
IBM社の「アジア／太平洋」地域セグメント財務
情報と日本 IBM株式会社の財務業績(1)（末政） (339)71 
比重を占めていた。 1985年度から 1987年度にかけて 16彩～19彩台に上り，
1988年度から1993年度の 6カ年は23彩～26彩台にまで比重が高まってきてい
る。 IBM社の「セグメント報告」では， 1986年度から「南北アメリカ／極
東」地域セグメントは，「アジア／太平洋」地域セグメントと「南北アメリ
ヵ」地域セグメントに分割されている。なお， 1986年度の「セグメント報
告」では， 1984年度分および1985年度分にも逆上って修正再表示 (restate)
され，二つに分割後の数値が示されている。
「アジア／太平洋」地域セグメントは1986年度にセグメント分割基準の10
形を超えたので，分割されたものである。再修正表示された1984年度分およ
び1985年度分は 8%~9彩台であったが， 1986年度は 11.32％へと比重が高
まり， 1987年度以降1993年度までの 7カ年は， 13彩～15%台の比重に上って
きている。
「総収益」の面では，図表6のように，「南北アメリカ／極東」および「ア
ジア／太平洋」の両地域セグメントの全地域区分別合計の総収益に占める割
合は徐々にゆるやかではあるが，その比重は高まってきている。これは「ア
ジア／太平洋」地域セグメントの総収益面での貢献が，徐々に高まってきて
いるものとして注目しなければならないであろう。
次に，地域区分割の固有資産（期中平均残高）の推移について，全地域区
分別合計の「固有資産」に占める「南北アメリカ／極東」および「アジア／
太平洋」地域セグメントの「固有資産」の割合を，一覧的にグラフで示した
ものが，次の図表 7である。
この図表7をみると， 「南北アメリカ／極東」地域セグメントの占める割
合は， 1981年度および1982年度の15彩台を除いて， 1977年度の約13彩からそ
の後1987年度まで13%~15彩台の比重を占めていた。さらに1988年度， 1989
年度および1990年度は約17彩の比重であり， 1991年度は19.64彩， 1992年度
は22.43彩， 1993年度は23.27彩の比重へと高まっている。
「アジア／太平洋」地域セグメントの占める割合は， 1988年度から1987年
度の 4カ年間は 6彩～ 9彩台であった。 1988年度および1989年度は10彩台で
72(340) 第 39巻第 4 号
図表7 固有資産平均残高に占める「南北アメリカ／極東」，「アジア／太平洋」
地域セグメントの割合
30% 
25% 「南北アメリカ／極東」地域セグメントの占める割合 93 92 
20% 91 
88 
15% 
91 
92 93 
10% 
5% 
「アジア／太平洋」地域セグメントの占める割合
゜事業年度
あり， 1990年度は9.879cるとなり， 1991年度は12％台， 1992年度および1993年
度は14％台に，その比重が高まっている。
罠表 7を概観すると， 「固有資産」の地域区分別合計に対する「南北アメ
リカ／極東」および「アジア／太平洋」地域セグメントの占める割合は，ゅ
るやかにしかも徐々に比重を高めつつある。しかも，その比重の高まりは
「総収益」面における比重の高まりよりも，幾分すなわち約 2%~3％程度
低く比重を高めている。 その意味では， 「総収益」より「固有資産」の比重
の高まりが低い点で，堅実な投資傾向とみることができる。
さらに，全地域区分別合計「純利益」に対する「南北アメリカ／極東」お
よび「アジア／太平洋」地域セグメントの「純利益」の割合を一覧表として
グラフで示したものが，次の図表 8である。
この図表 8をみると，「南北アメリカ／極東」地域セグメントの「純利益」
面での占める割合は， 1977年度12.57%, 1978年度14.63%, 1979年度11.64 
%, 1980年度10.9596, 1981年度14.15％と変化している。その後1982年度，
1983年度および1984年度は10％台で安定していた。 1986年度は 19.16％に上
り， 1987年度21.29%, 1988年度31.43%, 1989年度38.4696, 1990年度26.10 
％に上昇している。さらに，大きな変化が， 1991年度から1993年度にかけて
みられる。
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1991年度は全地域区分別合計の「純利益」の赤字514百万ドルに対して，
「南北アメリカ／極東」地域は黒字で673百万ドルの純利益をあげている。ま
た1992年度も全地域区分別合計の純損失6,990百万ドルに対して，「南北アメ
リカ／極東」地域はやはり黒字で283百万ドルの純利益をあげている。 1993 
年度は全地域区分別合計の純損失7,955百万ドルに対して，「南北アメリカ／
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極東」地域も赤字で 694百万ドルの純損失を計上しているので，その割合は
8. 72％を占めている。注目すべきは， 1991年度および1992年度が全地域区分
別合計の純損失を計上しているにも拘らず， 「南北アメリカ／極東」地域セ
グメントは純利益を計上し，赤字減少に貢献している点であろう。
「アジア／太平洋」地域セグメントの純利益が全地域区分別合計の純利益
に対して占める割合は， 1984年度6.63%,1985年度8.76%であったが， 1686
年度12.60%,1987年度 14.81％となり， 1988年度 25.44~る， 1989年度33.93
%, 1990年度 19.08％に上昇している。さらに顕著な変化は， 1991年度では
全地域区分別合計の純損失514百万ドルに対して「アジア／太平洋」地域セ
グメントが純利益469百万ドルを計上し， 1992年度も全地域区分別合計の純
損失6,990百万ドルに対して，「アジア／太平洋」地域セグメントがこれまた
純利益 126百万ドルを計上している。 1993年度は全地域区分別合計の純損失
7,955百万ドルに対して，「アジア／太平洋」地域も純損失443百万ドルを計
上し， 5.57％の割合となっている。注目すべきは， 1991年度および1992年度
が全地域区分別合計で純損失を計上しているにも拘らず，「アジア／太平洋」
地域セグメントが純利益を計上して，赤字減少に貢献している点であろう。
「純利益」面での「南北アメリカ／極東」および「アジア／太平洋」地域
セグメントの占める役割は， 「総収益」および「固有資産」面での占める役
割とそのパターンが異なっている点に注意しなければならないであろう。
「総収益」および「固有資産」面でのそれらの役割傾向は，漸増傾向であ
り， 比較的ゆるやかであったが， 「純利益」面での役割は年度によって変化
に富んでおり，特に1988年度から1993年度にかけての 6カ年間は，全地域区
分別合計の純損失に対して高い利益貢献度として注目すべき事実である。
4. 地域区分別セグメント財務情報にもとづく資本利益率分析
からみた「アジア／太平洋」地域セグメントの状況
前節では， IBM社の全地域区分別合計に占める「南北アメリカ／極東」
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および「アジア／太平洋」地域セグメントの役割を実数およびその構成比率
でみてきた。本節では，資本利益率分析を通して，全地域区分別合計に対し
て「アジア／太平洋」地域セグメントの役割が，どのような状況にあるかを
みたい。
そこで，資本利益率分析の手法を使って，前述の図表2, 3および4の数
値を利用して資本利益率すなわち固有資産純利益率，さらに売上高純利益率
および固有資産回転率を各事業年度について算出した。それを1984年度分か
ら1993年度分までの10カ年分を集計整理したものが，次の図表9である。
前稿1)では， 同じ資本利益率の算出にあたって， 「セグメント報告」が開
始された1977年度分以降のすべての年度分について算出した。
しかし， 本稿では少しでも前稿と重複を避けるため， 「アジア／太平洋」
地域セグメントの財務情報が開示されるようになった1984年度以降の分に特
に限定した一表としてまとめた。
1977年度から1983年度にかけての 7カ年間は， IBM社の全社的業績が良
好でしかも安定していた。前稿に従ってみると，全地域区分別合計の資本利
益率は 1977年度14.69%,1978年度15.58%, 1979年度13.23%, 1980年度
13.91%, 1981年度1.56%, 1982年度13.94鍬 1983年度15.24%であり，良
好な経営業績を示している。「南北アメリカ／極東」地域セグメントの固有
資産純利益率は， 1977年度14.30%,1978年度16.03%,1979年度10.92%,
1980年度10.85%,1981年度10.90%,1982年度9.40%,1983年度11.20%で
ある。この比率をみると， 1977年度と1978年度は全地域区分別合計に対して
「南北アメリカ／極東」地域セグメントの固有資産純利益率は殆んど同じよ
うな比率になっている。 1981年度の僅少な差異を除いて， 1979年度以降1983
年度までの 5カ年間の比率は， 「南北アメリカ／極東」地域セグメントが全
地域区分別合計に比べて2%~4%程度の低い業績水準であることがわか
る。この期間は「米国」地域セグメントの業績が極めて良好であり，それが
1)拙稿 “IBM社における「米国」地域セグメント財務情報について”関西大学商
学論集第38巻第6号 (1994年2月）。
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図表9 地域別区分固有資産利益率関係の数値表 （単位：％）
摘 要 米国均―中口東1且盃〖見え戸メリ嬰 計 連結アフリカ ／極 東
1984年度
売上高純利益率 13.08 15.15 10.23 7.67 (9. 04) 12.95 14.33 
固有資産回転率 118. 28 124.36 176.08 123.57 (147. 08) 123.54 114. 77 
固有資産純利益率 15.47 18.85 18.01 9.74 (13. 30) 16.00 16.44 
1985年度
売上高純利益率 10. 78 14.43 1. 10 10.74 (10.95) 1. 77 13.10 
固有資産回転率 106.16 120.51 157.52 13.34 (134. 90) 113. 65 104.89 
固有資産純利益率 1. 44 17.38 17.49 12.17 (14, 81) 13.37 13.74 
1986年度
売上高純利益率 5.64 12.75 8.94 8.57 (8. 81) 8.46 9.34 
固有資産回転率 89. 71 106.16 152. 70 102.81 (130. 43) 100.35 92.80 
固有資産純利益率 5.06 13.54 13.65 8.81 (11.49) 8.49 8.67 
1987年度
売上高純利益率 6.69 10.88 9.42 8.57 (9. 14) 8.56 9.70 
固有資産回転率 92.81 94.38 147.36 102.08 (128. 81) 98.86 89.24 
固有資産純利益率 6.21 10.27 13.88 8.74 (11. 77) 8.46 8.66 
1988年度
売上高純利益率 4.65 10.41 13.08 6.28 (10.84) 7.97 9. 20 
固有資産回転率 86.34 96. 74 151. 97 114. 85 (137. 37) 98.25 87.30 
固有資産純利益率 4.02 10.08 19.87 7.21 (14. 89) 7.83 8.30 
1989年度
売上高純利益率 I:!. 1.04 1. 03 1. 92 2.86 (8. 68) 5.27 6.00 
固有資産回転率 77.20 102.24 142. 18 117. 44 (132. 22) 94.07 83.19 
固有資産純利益率 /J. 0.80 1. 27 16.94 3.36 (11.47) 4.96 4.99 
199岬度
売上高純利益率 4.34 10.49 10.29 6.24 (8.76) 7.52 8.66 
固有資産回転率 78.19 101. 67 135.36 114. 01 (126. 42) 93.93 83.40 
固有資産純利益率 3.39 10.67 13.93 7.11 (11.07) 7.06 7.22 
1991年度
売上高純利益率 l:i 7. 61 4.66 4.28 2.30 (3. 39) ti 0.65 ~ 0.92 
固有資産回転率 73.82 87. 77 100.10 131. 80 (112.18) 86.85 71. 95 
固有資産純利益率 /J 5.62 4.09 4.28 3.03 (3. 80) I:, 0. 56 6 0.66 
1992年度
売上高純利益率 1',17. 24 t, 6. 61 1.09 1.08 (1. 40) ti 8.90 ~10.64 
固有資産回転率 75.20 90.88 88.56 123.29 (100. 74) 85. 72 72.02 
固有資産純利益率 l:il2. 97 I!, 6. 01 〇.97 2.22 (1. 41) I:, 7.63 b. 7.66 
1993年度
売上高純利益率 b.16.87 t, 7.42 !:, 3.86 I:. 2.89 (/',. 3.45) t:.10. 55 /i12.94 
固有資産回転率 82.05 89.02 89.57 121. 42 (100. 81) 88.55 75.82 
固有資産純利益率 b.13.84 f:. 6.60 f1 3.46 ti 3.50 (/:, 3. 47) /:, 9. 26 b. 9.52 
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全社的にも，大きく貢献していたことによるものであろう。
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この傾向は図表9のように， 1984年度まで続いている。 1984年度の固有資
産純利益率は全地域区分別合計が16.00%であり，「南北アメリカ／極東」地
域セグメントのそれは13.30彩であった。これまた2.70彩の低い比率である。
さらに図表 9をみると， 1985年度が転換期となり，全地域区分別合計の固
有資産純利益率はその低下傾向を強めることになり，「南北アメリカ／極東」
地域セグメントのそれよりも，低い比率になるといった逆転傾向がみられる
のである。
そこで，さらに其体的に1985年度以降の全地域区分別合計の固有資産純利
益率をみると， 1985年度 13.37鍬 1986年度8.49彩， 1987年度8.46彩， 1988
年度7.83鍬 1989年度4.96彩， 1990年度7.06彩， 1991年度110.56%,1992年
度/17.63鍬 1993年度/19.26彩と低下傾向になっている。「南北アメリカ／極
東」地域セグメントのそれは， 1985年度14.81彩， 1986年度1.49%, 1987年
度1.77鍬 1988年度14.89彩， 1989年度1.47彩， 1990年度1.0796, 1991年
度3.80鍬 1992年度1.41彩へと低下し，さらに 1993年度/13.47彩へと，これ
また低下している。
1984年度より新たに情報が得られることになった「アジア／太平洋」地域
セグメントの固有資産純利益率の動向をみると，これまた，全地域区分別合
計や， 「南北アメリカ／極東」地域セグメントの傾向とも， 必ずしも同じで
はない。
図表 9により， 「アジア／太平洋」地域セグメントの固有資産純利益率を
みると， 1984年度 18.0196, 1985年度 17.49彩， 1986年度13.6596, 1987年度
13.88鍬 1988年度19.87彩， 1989年度16.9496, 1990年度13.93彩， 1991年度
4.28彩， 1992年度0.97?6, 1993年度/13.46彩となっている。
1984年度以降，「アジア／太平洋」地域セグメントの業績は，「南北アメリ
ヵ」地域セグメントの業績を含めて計算した「南北アメリカ／極東」地域セ
グメントの業績に比べて， 1984年度から1990年度までの 7カ年間，約 3%~
5%程度極めて高い業績を示している。 1991年度は約0.596程度「アジア／
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太平洋」地域セグメントの業績が僅かに良いが， 1992年度および1993年度の
それは逆転して「南北アメリカ／極東」地域セグメントのそれよりも，少し
悪い業績となっており，その差異は僅少である。
以上のような全地域区分別合計と，「南北アメリカ／極東」地域および「ア
ジア／太平洋」地域セグメントの各年度の固有資産純利率の関係を比較する
ためのグラフを画くと，次の図表10のようになる。これによって各年度別の
それぞれの関係比較が，一覧的に明示されることになる。
上記は， 「南北アメリカ／極東」および「アジア／太平洋」地域セグメン
ト自体の個別的にみた資本利益率分析であった。それは全地域区分別合計に
図表10 各年度別固有資産純利益率の地域区分別合計と「南北アメリカ／極東」
及び「アジア／太平洋」地域セグメントの比較
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対して占めるウエイトを考慮しない形での比較検討であった。そこで，次に
課題となるのは全社的にみた「アジア／太平洋」地域セグメントの資本利益
率をどのように考えるべきか，またそれは「アジア／太平洋」地域セグメン
トが全地域区分別合計に対してどのような貢献をしていることになるかをみ
るため， 「アジア／太平洋」地域セグメントの単独で計算された資本利益率
を，それが占めるウエイトを考慮に入れて全社的に換算した資本利益率分折
を考える必要がある。そのために，各地域区分別セグメントの個別的に算出
した資本利益率を，その占める割合にもとづいて全社的に換算した資本利益
率の算出を改めて行い，さらに，その算出された全社換算した固有資産純利
益率について，各地域区分別合計の固有資産純利益率に占める構成割合を算
出して，それを一表にまとめたものが，次の図表11の各固有資産純利益率の
全社的割合を示した換算表である。拙著では， 1977年度のセグメント財務報
告が行われるようになった以後の各年度について既に図表で表示している
が，本稿では， 「アジア／太平洋」地域セグメントの数値が開示されるよう
になった1984年度分から表示することにした。 1984年度から1993年度までで
も，好景気の年度と不景気の年度を含んでおり，大勢をみるためには，この
期間でも不都合はないものと思われる。ただし， 「南北アメリカ／極東」地
域セグメントの関係数値をみるために，拙著を利用することにした。
1977年度から1983年度までの「南北アメリカ／極東」地域セグメントの関
係数値を要約的に示すと，次の通りである。
1977年度の全社換算した固有資産純利益率は， 1.85%であり，それの全社
的固有資産純利益率に占める構成割合，すなわち全社的貢献度は 12.59%で
ある。
1978年度の全社換算した固有資産純利益率は2.28%であり，それの全社的
固有資産純利益率に占める構成割合，すなわち全社的貢献度は14.63彩である。
1979年度の全社換算した固有資産純利益率は， 1.54%であり，それの全社
的固有資産純利益率に占める構成割合，すなわち全社的貢献度は 1.64彩で
ある。
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1980年度の全社換算した固有資産純利益率は 1.53彩であり， それの全社
的固有資産純利益率に占める構成割合，すなわち全社的貢献度は 11.00彩で
あった。
1981年度の全社換算した固有資産純利益率は1.6496であり，それの全社的
固有資産純利益率に占める構成割合すなわち全社的貢献度は14.18%である。
1982年度の全社換算した固有資産純利益率は1.42%であり，それの全社的
固有資産純利益率に占める構成割合すなわち全社的貢献度は10.19彩である。
1983年度の全社換算した固有資産純利益率は1.57彩であり，それの全社的
固有資産純利益率に占める構成割合すなわち全社的貢献度は10.30%である。
上記の数値のうち，全社的貢献度の彩割合について，さらに図表11の数値
から「南北アメリカ／極東」地域セグメントおよび「アジア／太平洋」セグ
図表12 全社的貢献度 （単位：％）
摘 要 I米国 が―フロリりに盃互位メリ間［；リ、 計
1977年度 54.94 32.47 12.59 100.00 
1978年度 49.62 35. 75 14.63 100.00 
1979年度 52.84 35.52 1. 64 100.00 
198眸度 47.45 41. 55 1. 00 100.00 
1981年度 62.98 22.84 14.18 100.00 
1982年度 62.69 27.12 10.19 100.00 
1983年度 60.63 29.07 10.30 100.00 
1984年度 60.56 28.50 6.63 4.31 (10.94) 100.00 
1985年度 52.80 32.24 8.75 6.21 (14.96) 100.00 
1986年度 33.45 47.35 12.60 6.60 (19.20) 100.00 
1987年度 36. 76 41. 96 14.78 6.50 (21. 28) 100.00 
1988年度 25.67 42.91 25.42 6.00 (31. 42) 100.00 
1989年度 I', 8.47 70.16 33.88 4.44 (38. 31) 100.00 
199眸度 24.22 49.72 19.12 6.94 (26.06) 100.00 
1991年度 M75.00 244.64 91.07 39.29 (130. 36) f:,10. 00 
1992年度 I:!. 79. 29 I:,. 24. 77 1. 83 2.23 (4. 06) t:,100.00 
1993年度 /:, 69.98 I:. 21. 27 A 5.62 /j 3. 13 (f:. 8. 75) 1:,10. 00 
(19717年カ度年～単純19平93年均度） I 1:. o.47 I 43. 28 lc20. 85) le 1. 94) I 21. 90 I 64. n 
IBM社の「アジア／太平洋」地城セグメント財務
情報と日本 IBM株式会社の財務業績(1)（末政） (351)83 
メントに関する該当数値を抜き出して，全社的貢献度の数値の一覧表を示す
と，前頁の図表12のようになる。
固有資産純利益率を中心にして各地域区分別セグメントの全社的貢献度は
図表12の如く算出することができるが，それにより， 1984年度以降の「南北
アメリカ／極東」地域セグメントと， 「アジア／太平洋」地域セグメントの
業績の貢献度を，次にみることにする。
「南北アメリカ／極東」地域セグメントは前述の 1983年度以前に引続い
て， 1984年度 10.94%, 1985年度 14.96彩， 1986年度19.20飴1987年度21.28 
鍬 1988年度31.42鍬 1989年度38.41%, 1990年度26.06彩， 1991年度130.36
鍬 1992年度4.06%,1993年度68.75彩になっている。 1986年度から1990年
度にかけての 5カ年間は約20飴台から30飴台へと安定的に貢献度を上げてき
ている。 1991年度は「米国」地域セグメントの異常数値の影署により，「南
北アメリカ／極東」地域セグメントも異常数値になっている。 1992年度は全
地域区分別合計が赤字業績にもかかわらず，この地域セグメントが黒字の業
績をあげたための形数値となっている。 1993年度はすべて地域区分別セグメ
ントが赤字業績であり，その8.75%は「南北アメリカ／極東」地域セグメン
トの赤字業績によるものであることを示している。
1983年度まで「南北アメリカ／極東」地域セグメントに包含されていた
「アジア／太平洋」地域セグメントの業績は， 1984年度6.6396, 1985年度
8. 75形であった。セグメント分離した開示が強制適用になる10形基準を超え
た1986年度からは順調にその貢献度を伸ばしてきている。「アジア／太平洋」
地域セグメントの1986年度は12.60形であるが， 1987年度14.78%, 1988年度
25.42鍬 1989年度33.88%,1990年度 19.12%となり，約20~30;lる台と貢献
度が上昇している。 1991年度は「米国」地域セグメントのみ赤字業績であっ
たので，その影響をうけて，「アジア／太平洋」地域セグメントも91.07%の
異常な大きさになっている。 1992年度は全地域区分別合計が赤字業績であっ
たが，「アジア／太平洋」地域セグメントは黒字であり， 1.83%の貢献をな
したことを示している。 1993年度は各地域セグメントおよび全社的にも，す
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べて赤字業績であり，「アジア／太平洋」地域セグメントも赤字業績の 5.62
％の役割を示していることになるであろう。
「南北アメリカ／極東」地域セグメントの全社的貢献度について，要約的
にみると， 1977年度から 1983年度にかけての 7カ年間の単純平均12.07％で
あり， 1984年度から 1993年度にかけての10カ年間の単純平均値は 28.78％で
ある。これをみても，前半 7カ年間に比べて，後半10カ年間の貢献度数値が
高くなっていることがわかる。
「南北アメリカ／極東」地域セグメントの比重が高くなっている点に注目
する必要がある。なお， 17カ年間全部の単純平均値は 21.90％であり，それ
は前半 7カ年間と後半10年間との平均的な数値となっている。
「アジア／太平洋」地域セグメントの全社的貢献度は， 1984年度から1993
年度にかけての10カ年間の単純平均値は， 図表11の末尾の如<, 20.84形で
ある。この数値はそれが含められている「南北アメリカ／極東」地域セグメ
ントの中でも，大きな比重を示していることがこれによってわかる。このよ
うに， IBM社における「アジア／太平洋」地域セグメントの役割がとみに
増大してきていることが，地域区分別セグメント財務情報によって，はっき
り示されている点に，注目することが重要である。
なお，「アジア／太平洋」地域セグメントの役割増大の裏には，「米国」地
域セグメントの業績の落込みに注目する必要があろう。 1989年度以降，ここ
最近 5カ年間，「米国」地域セグメントの業績悪化は目を見張るものがある。
これは IBM社のリストラクチャリング（事業の再構築）による影響とみら
れる。この関連の分析には，事業活動内容そのものを含めた多角的な情報に
よる分析，さらに，種々の追加的な財務情報についての分析・検討が，加え
られなければならないであろう。
（以下，次号へ）
